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 今回は今年 3 月に発行予定の平成 29 年度網走水試事業報告書の中から、「ウニ類増殖

試験」の概要についてご紹介します。 
《はじめに》「ウニ類増殖試験」はオホーツク総合振興局管内でのエゾバフンウニの漁

獲実績から資源状況を把握し、今後のウニ資源維持増大への基礎資料とすることを目的

に 1992 年から継続して行われています。  
《方法》エゾバフンウニの年別・地区別の漁獲量は北海道水産現勢を用いて集計しまし

た。分布調査は網走市二ツ岩地先において行い、陸側（水深 1.5ｍ）から東方向の沖側へ

300ｍ（水深 4.5ｍ）の調査測線を設定し、SCUBA 潜水により 25ｍ間隔で１ｍ2 の方形枠

内のエゾバフンウニを全て採集しました（計 13 枠）。陸上で殻径の測定を行い、生殖板

の輪紋数から年齢を推定しました※。  
《漁獲量の推移》オホーツク総合振興局管

内におけるエゾバフンウニ漁獲量は、1985
年以降、1990 年の 121 トンをピークに減少

し、2004 年以降は 20 トン前後を推移して

おり、2017 年は 13 トン（暫定値）となり

これまでの最低を更新しました（図 1）。  
《分布調査の結果》2003 年以降、調査測線

上で採集されたエゾバフンウニの平均密

度の推移を図 2 に示しました。2008 年ま

では 32.0～71.5 個体 /ｍ2 の範囲で推移しま

したが、2009 年に 95.1 個体 /ｍ2 に増加し

ました。その後減少を続け 2014 年には

41.6 個体 /ｍ2 となり、その後やや増加し、

2017 年には 55.5 個体 /ｍ2 となり、前年と

ほぼ同じでした。殻径の出現頻度分布の推

移をまとめたところ、2003～2006 年、2007
～2010 年、2011～2013 年、2015～2017 年に

かけて、10mm 前後の小型個体の殻径のピークが、年々大きい方へ遷移する傾向が見ら

れました。このことから、ほぼ 4 年ごとの周期で後続群が現れ、成長していくことが示

唆されました。2017 年は殻径 32～34mm にピークが見られました。また、３～４歳の占

める割合が高く、全体の 63.8％を占めました（図 3）。年齢と殻径の関係を見ると、平均

殻径が漁獲サイズである 40mm を超えるのは５歳以降であることが分かりました（図 4）。 
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 図 1 エゾバフンウニ漁獲量の推移 

*常呂町は 2006 年に北見市と合併 

 図 2 エゾバフンウニ密度の推移 

       平均値±標準偏差，n=13 

 図 3 エゾバフンウニの年齢組成の推移  図 4 エゾバフンウニの年齢と殻径の関係 


